
シンポジウム / Simposio 
 

メキシコ革命の 100 年： 
歴史的総括と現代的意義 

 

La Revolución Mexicana:  
Reevaluación sobre su significado histórico  

en el marco de su primer centenario 

 

2010年、メキシコは、その現代史の理解に欠かせない「革命」から 100年という節目を迎えまし
た。独立運動開始 200周年とあわせ、同国内外でさまざまな記念行事が行われるとともに、メキシ
コの歴史そのものを振り返る絶好の機会となりました。 
イベロアメリカ研究所では、2007～09年度に科学研究費補助金をいただき、メキシコ革命の見直

しを通じて現代メキシコのよりよい理解を図るべく共同研究を組織し*、研究活動を進めてまいり
ました。その成果の一部は、昨年 3月に本研究所から報告書の形で刊行いたしましたが、この度は
さらにそれを発展させるべく、メキシコ革命史をご専門とするルイス・バロン教授を討論者として

お招きしてシンポジウムを開催することと致しました。 
わが国の今後におけるメキシコ研究、ラテンアメリカ研究のさらなる発展を期し、ご来聴の上、

積極的に討議にご参加下されば幸いです。 
＊基盤研究(B)「メキシコ革命の 100年：歴史的総括と現代的意義」（課題番号 19401009、研究代表者：堀坂浩太郎） 

 
 
基調講演：  ルイス・バロン教授 

  （メキシコ・経済研究教育センター(CIDE)） 
パネリスト：  岸川  毅（本学外国語学部教授、本研究所所員） 
        谷  洋之（本学外国語学部教授、本研究所所員） 
        箕輪  茂（本研究所共同研究所員） 
司会：  堀坂浩太郎（本学名誉教授、本研究所前所長） 
 
日  時:  2011年 1月 15日（土）午後 1時 30分～5時 30分 
Fecha:  Sábado, 15 de enero,    1:30 p.m. – 5:30 p.m. 
場  所:  上智大学中央図書館 9階 911会議室 
Lugar:  Sala 911 (Piso 9), Edificio de la Biblioteca Central 
使用言語:    日本語・スペイン語（日西同時通訳） 
Idioma:  En japonés y español con traducción simultánea 

 
 

参加費無料／予約不要・Entrada libre 
 
 

 
主催: 上智大学イベロアメリカ研究所 

Organizador: Instituto Iberoamericano de la Universidad Sofía 
〒102-8554千代田区紀尾井町 7-1 Tel: 03-3238-3530 E-mail: ibero@sophia.ac.jp 


